
11 本 ''1 )j( 'J' 会総雪氷

64 巻]り (2002 '11 )J) 39 - 47 1!

研究ノート

2000年 6 月新潟県浅草岳で発生したブロック雪崩災害の実態

和泉薫 l) ，小林俊一 l) ，永崎智晴 2)，遠藤八十一 3) ，

山野井克己 3) ，阿部修 4) ，小杉健二 4) ，山田穣 4) ，

河島克久 5) ，遠藤徹 5)

要旨

新潟県北魚沼郡入広瀬村の浅草岳において， 200011:' 6 月 18 日， iJr菜取り遭難者の遺体搬出作業 1=1:1

の捜索・救助隊がブロック雪崩に襲われて 4 名が死亡した.ブロック雪崩発生前後の映像解析や現地

調査から，発生意は 32 m，j (重量 21 ton) と算定され，記録上最大規模のブロック雪崩であることが

わかった.この地域の山岳地は近年にない多雪で融雪がが :J1 ヶ月遅れ，気温が上昇した 5， 6 月に多

量の残雪が急速に雨~!W"した.この災害は，急斜面の残雪が融雪末期のいつ崩落しでもおかしくない不

安定な状態の¦時に，その直下で多人数が作業を行っていたため発生したものである.

運動シミコーレーションから，雪渓末端の被災地点における速度は 12 ~ 35 m/s ，到達 II;~'IPrj は 1O~

33秒と計算された.雪崩に気付くのが遅れたとするとこの到達時間では逃げ切れない.また， 7~~ブ

ロックの術撃力は， I直径 50cm の球JI'~で速度が 12 m/s の時でも約 3 tonf と計算されたので，@:取を

受ければ人は死傷を免れないことがオコかった

また，これまでほとんと -':{iJI 究がされていないブロック雪崩についてその定義を明時にし，過去の災

害事例を調べて発生傾向についても明らかにした.
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1. はじめに

2000 年 6 月 18 日午前 8 時 25 分頃，福島県との

県境にある新潟県入広瀬村 e の浅草岳(標高

1586111) の北向き斜面で，行方不明になってい

た山菜取り l 名の遺体搬出作業中に，捜索・救助

隊の警察官や消防隊員等がブロック雪崩に襲わ

れ，雪塊の激突により 4 名が死亡， 5 名が重軽傷

を負うという災害が発生した(図 1). 6月におけ

る雪崩死亡事故は希であり，またブロック雪崩に

よる災害事例もこれまで少ないことから，災害当

日および 6 月 30 日に現地調査を行った.さらに
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過去の災害事例調査によりブロック雪崩災害の発

生状況をまとめ，運動シミュレーションによる速

度と到達時間，衝撃力についても推定した.本幸 IR

文ではそれらの結果をまとめて報告する.

2. ブロック雪崩の定義とこれまでのブ口ッ

ク雪崩災害

1998 年に改訂された日本雪氷学会雪崩分類に，

その他の雪崩現象として「ブロック雪崩」が初め

て記載された.この分類ではブロック雪崩を「雪

庇・雪渓等の雪塊の崩落 j と定義している.しか

しこの定義では，落下した雪塊が粉々に砕け，一

般の雪崩と変わらない堆積状態を示すものもブロ

ック雪崩になってしまう.ブロック雪崩の大きな

特徴は，崩落した雪塊が J哀れながらもブロック状

態を保って流下・堆積することにある.そこで本
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図 1 ブロック雪崩災害発生位置¦弘

表 1 によれば，最も古い記録は， 1910年 6 月，

新潟県堀之内村龍光字松津(現堀之内町)で，渓

谷の残雪を食べようとした少年が落下してきた雪

塊の下敷きとなって圧死した災害である.これを

初めとして， 2000 年 8 月，石川県尾口村牛丸石谷

上流で、登山者 l 人がブロック雪崩の崩落で死亡し

た災害まで， 1901-2000年の 100年間に 35件発生

し 44 人が死亡している.このうち登山と山菜取

り中の災害が大半を占めている.

ブロック雪崩は，最近初めて雪崩分類に入れら

れたように一般にはあまりなじみがない.しかし

登山関係者には昔からよく知られた現象である.

特に谷川岳において有名で，春から夏にかけて雪

渓を使って沢を遡行する際に，雪渓の一部が崩れ

て登山者を直撃する災害が起こってきた.こうし

た雪崩災害防止のため，群馬県では遭難防止条例

によって，毎年 4 月から 5 月にかけてマチガ沢，

ーノ倉沢などの危険地区において登山禁止期間を

設定している.このような対策もあって登山中の

ブロック雪崩災害は，ほとんどが 1980年代前半

までである.

これに対して最近のブロック雪崩災害のほとん

どは， I-li菜取り中または山菜取り遭難者の捜索・

救助作業中に発生しており，こうした山菜取り関

連ではこれまで 13件発生し， 16 人が死亡してい

、る.雪渓を使えば急斜面の山菜の穴場に容易にた

どりつけることから，山菜取りブームの高まりと

ともにブロック雪崩による災害が多く発生してき

た.浅草岳での災害もこうしたブームの下で起き

たものである. 111菜取り関連のうち， 1985年 5
月富山県上市町伊折の濁谷で起きたブロック雪崩

災害は， 11-1菜取り遭難者の遺体を搬出作業中の警

察官 2 人が崩れてきた雪渓塊に当たって死傷した

事故(谷口ほか， 1981) で，浅草岳での災害とよ

く似た状況で、起きている.残雪期の山岳で、山菜取

りが遭難すると，その f曳索・救助にあたる警察官

等もブロック雪崩の危険に曝され，場合によって

はこのように二次災害も発生する.ブロック雪崩

による二次災害は，登山関係においてもこれまで

2 件発生しており，残雪期の山岳での捜索・救助

作業においては，ブロック雪崩に対する充分な警

戒が必要不可欠であることを示している.
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報文では，堆積区の状態に着目し，ブロック雪崩

を， I雪庇・雪渓等の雪塊の崩落で，デブリの大

半が雪塊からなり，かっその雪塊が離散的に堆積

している雪崩」と定義することにした. jj主積区に

雪塊が多く混じっていたとしても，デブリの雪が

面的 lニ拡がっているのはブロック雪崩とはしな

い.したがって，ブロック雪崩のほとんどは，残

雪期に高密度になった積雪の一部が崩落し雪塊状

態で流下・堆積する雪崩のことを指すことにな

る.

この定義によって，過去 100年間の日本の雪崩

災害データベース(和泉ーら， 2000 a) を調べたと

ころ，ブロック雪崩による災害事例は表 l のよう

に，これまで 35件発生していることがわかった.

これはその後の調査で新たに判明した事例も含ん

でいるため，既に発表した件数(和泉ら，

2000 b ;和泉， 2000) より多くなっている.また，

ブロック雪崩による災害は，地 J或によっては 3，4
月にも起こっていると考えられるが，データベー

スの基となった新聞記事等の記録からだけでは全

層雪崩との区別が難しいので，ここでは 5 月以降

の災害事例についてのみ載せている.
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表 1 ブロック雪崩による過去の災害事例.
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1 1910/6/2 新潟県明 1\ふと¦人JH 能光'ド松 t早 (J児島 1:之
1)"町)

2 1929/5/26 17:00 山形県大泉村松ヶ附メカムカ 1[1
(JJli;OJ11村)

3 1936/5/9 17・∞山形県本呼ぶ村 IJI川寸胤 l川、(現 IIIjJlI
l町)

22 1978/5/21 9:30 1'M1:占止し(， %III[IIT'I'}[Iす:J-.!J'fliíj

25 1981/7/26 10:45 J.、日!j-り，̃ :.1じア ;í:1ノ本 1-7; 主¦ノイ、百t
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24 1981/5/24

26 1981/8/13 10:30 '1;11[1以北ア i;iJJIIIí; 柳 Jくt 子大ナル r} 1

28 1984/5/25 窃j 祈潟 LJI~'r-:弘之 1'7-村七[ [di 割I川別、 1i沢 l

29 1984/7/1 16:00 新 i月以大干 [111日大fT 水無 }[Iト主谷

31 1986/5/28 19:00 新{日りよ小 Tîi-dl ，';îi- lirtf

30 1985/5/27 9:45 '1;1II[Ui~

32 1993/5/29 12:00 1'i，';，qU ，̃ 刊行制、JI人jJlI i采瀬 iJ{

33 2000/5/5 15:00 山形県小 1"IIIIH、¦、川大 Y.iJ{

34 2000/6/18 8:25 新 I幻 LI，̃ .入 /l;i~iI村浅 ij'(.I1;'

35 2000/8/15 9:15 11111札結[ I村九イ ii~ Ijjj[
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3. 災害現場の地形・積雪・融雪状況

浅草岳の北西側には大規模地すべりの j骨落崖で

ある急斜面が馬蹄 3f;;1犬に広がっている.これら急

斜面にはアパランチシュート(雪崩道)が発達し

ていることから全層雪崩の常習斜面であることが

わかる.浅草岳山頂から約 2 km [Jg にある滑落崖

上部(標高約 1300 m) の小さな沢が今回のブロ

ック雪崩の発生源である. 1玄12 に災害発生の状況

を，写真 1に新潟県警察のヘリコプターから撮影

された発生直後の災害現場を示した.この発生源

の沢は破間川支流ヤスノ沢右支沢の最上流部に位

置している. 6 月 30 日の現地踏査によって，こ

の沢は長さ約 50m r幅約 5~6nl で深さ 1.5 m 程

度の U字型断面をしており植生はほとんどなく，

傾斜は選急点から上流側が 34。下流側が 430 であ

ることがわかった(写真 2) .この測量結果と，

新潟県警察のヘリコプターがブロック雪崩発生前

後に発生源付近を撮影したビデオ映像から，雪崩

発生量を見積もった.発生前この沢には上下に分

かれてそれぞれ 33 m3 と 40m3 の沢に沿った細長

い雪渓が存在し，その上側の雪渓の約 8 割が崩落

し下側の雪渓の一部を巻き込んで，全体として

32 m3 の雪ブロックが雪崩となったことが算定さ

k
図 2 ブロック雪崩災害の発生状 ?JLI到.

(矢印は主な雪ブロックの落下経路を示す)

れた.

表 1のブロック雪崩災害事例において崩落した

雪ブロックの大きさがわかるものを調べると，体

積は人の頭大から 27m.) の範囲にあった(表 i 中

の「長さ j は崩落・流下した全体の距離を指して

いるものが多いことに注意) .このことから今回

の浅草岳の雪崩は記録上で、は最も発生量の大きい

ブロック雪'崩であったことカ f わかる. 6 月 18 目。

に現地調査した際，ヤスノ沢右支沢を林道が渡る

地点付近(標高 970m) に残存していた雪渓の密

度を観測したところ，ぬれ密度は平均で

665kg/1113 あった.この値を使うと 32m:' の雪塊

の重量は 21 ton となる.この発生重量も過去の

写真 1 雪崩発生直後の災特現場.

(6 月 18 卜¦新潟県詐祭 1îl~影)

写真 2 可崩発生源の沢の状 U.
j些急 }i~(の 1.-ブJからド流ブ f1ÍiJ をきfiむ.

(6 月 3013111野 )H)r~l;，;)
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記録上では最も大きいことが表 l からわかる.

1999-2000 年冬期の北陸地方の積雪は，平野

部では少なかったが，山岳地ではむしろ多雪の傾

向にあった.この状況を防災科学技術研究所長岡

雪氷防災研究所が奥只見(標高 1200111) と長岡

(標高 96 111) で観測している年最大積雪深の経年

変化で見ることにする(図 3) .奥只見は浅草岳

の災害現場に最も近い(南に約 21k111) 山岳気

象・積雪観測点で，標高が今回の雪崩発生源とほ

ぼ同じなので，災害現場の積雪状況に近いと考え

られる.

この冬期，平野部の長岡では過去 10冬期の平

均程度の最大積雪深であったにもかかわらず，奥

只見で、の最大積雪深は過去 10 冬期平均の 1.3 倍

にもなる 6.80 111を記録した.また 3 月下旬は例

年になく冬型の気圧配置になることが多く，北陸

地方の 1000111 を超える山岳地には多量の降雪が

もたらされた(社団法人日本雪氷学会， 2000).

奥只見での最大積雪深も 3 月下旬の 27日に記録

されている.さらに， 4 月中旬以降 5 月初めまで

上空に寒気をともなった低気圧が次々と通り，曇

りや雨の日が多く，気温が平年を下回る日が多か

った.この状況は， 4 月 1 日以降雪崩発生日まで

の，奥只見における日平均気温の変化を示した図

4 からも読みとれる.

このため山岳地で、の融雪が大 'Iiffiに遅れ，例年な

ら消雪してしまっている 6 月中旬でも浅草岳の急

斜面には雪渓がまだ部分的に残存していた.奥只

見における年最大積雪深と消雪日との関係を¦玄 15
に示す.ここで言う消雪日とは，奥只見で測定し

ている積雪重量計の記録から判断したものであ

る.図 5 によれば，例年なら 5 月 20 日頃に消雪

日となるのが， 2000 年には約 1 ヶ月 j~ れて 6 月

18 日が消雪日となっている.これはこの年，山

岳地で融雪が 1ヶ月ほど遅れたという地元の人の

話を裏付けている.

6.80

1.351.1
1.44

長岡:平地(標高 96m)

奥只見:山地(標高 1200 m)
5.56

1.81

4.55 4.51

。

8

7

6
(

55

壁陪馴 4s

I 4.16

日経
2

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000
年

図 3 新潟県における山地と平地の最大積雪深の変動.

(防災科学技術研究所長岡雪氷防災研究所観測)

20 7

Eいハん州 ~z思 5 ‘ λ ーパ l=-_VヘJ------y 話 5

N町g~ ‘I‘‘‘‘‘11 V V IJ 眠時K
回 ou E匝 4

• 2000年

• •~• •• •• •
-5

4/1 4/11 4/21 5/1 5/11 5/21 5/31 6/10

日付 (2000年)

図 4 奥只見における日平均気温変化.

(防災科学技術研究所長¦湖雪氷防災研究所側 il!lJ)

3
4月30日 5月10日 5月20日 5月3013 6月9日 6月19日 6月29日

図 5 奥只見における最大積雪深と消当日との関係.

‘(防災科学技術研究所長岡雪氷防災研究所観測)



44 和泉蒸，他 雪氷 64巻 l 号 (2002)

5. 運動シミュレーションによる速度と到達

時間の推定

上記のように現地調査によって発生源の位置と

雪ブロックの代表的な軌跡を特定した.そこで，

運動シミュレーションに使うため雪ブロックの落

1:;" 経路の断面形状を縮尺 1/5000 の森林基本図か

ら図 6 のように求めた.発生源上端と被災地点 2

のみ矢印で記載しである.
たたみ

被災者の証言によれば畳白 l大程の雪塊も落下

してきたという.また雪塊がまるで落石のように

襲ってきたともいう.被災地点は両方とも，上流

の十IH喜崖から落下してくる雪塊や落石がまともに

直達する場所で，被災地点 2付近のブッシュの 1=1::1

で遺体となって発見された山菜取りも雪塊の直撃

によって死亡したものと考えられている.被災地

点 2 から雪渓上を西に 30m' 程移動すると山陰の

比較的安全な場所があり，直接作業に携わらなか

った隊員はここに待避していた(図 2 の待避地

点) .それにも関わらず，このような危険な場所

でヘリコプターによる遺体搬出作業を行っていた

のは，雪渓仁の移動が i骨って危ないことのほか，

地元の案内人の経験からそれほど大きくない数個

程度の雪塊の落下を想定し，見張りをしていれば

対処できると判断したからではないだろうか.と

ころが今回のブロック雪崩は，その想定を遥かに

超える 32 m3 (21 ton) もの雪ブロックが多数の

雪塊に分裂しながら幅を広げて落下し，後述のよ

うに短時間で到達したため，回避できなかったも

のと考えられる.見張りに立っていた地元の案内

人は，救助隊員等にブロック雪崩の落下を走り下

って知らせながら，自らも雪塊の直撃を受けて死

亡している.

200

ヤスノ lR右 11:沢ー

被災地点 2
v

被災地点 1
7

W 100 1W
水平距離 (m)

図 6 ̃ブロックの落!と経路断 íiU.

1320
1. 冒崩発生混よ端

1300 k~一一一一

1280

Ê 1260
両 1240
軍事 1220

1200
1180

1160。
写真 3 被災地点付近の当ブロックの JjWi状況.

(6 月 18 U新潟県主?察撮影)

4. 災害の発生状況

滑落崖上部から崩落した 32m3 の雪ブロック

は，転動や跳躍運動，それに標高約 1220 m での

左岸への衝突によって多くの雪塊に分裂して幅を

広げながら落下し，標高約 1200 m の被災地点 l
で見張りの 2 人を直撃して死亡させた.その後，

標高約 1185 m の雪渓端の被災地点 2 で幅約 20m
に広がって遺体搬出作業中の捜索・救助隊員等を

襲い，その中の 2 人を死亡させ，最終的にはブッ

シュを通過してヤスノ沢右支沢の雪渓付近まで長

径が約 1m以下の離散する雪塊となって堆積した

(写真 3). 雪塊が離散していて堆積域の範囲を明

確にできないため，図 2 には雪塊の主な流下軌跡

一方， 2000 年は空梅雨傾向で， 5 月下旬以降災

害当日まで晴れて気温が上昇する日が多かった

(図 4) .災害発生の 2 日前と 3 日前には，奥只見

で、最高気温が 200C を超えた.このため浅草岳で

も融雪が急速に進み，急斜面上で、不安定となった

雪渓が次々とブロック雪崩となって崩落していっ

たものと考えられる.災害から 12 日後の 6 月 30
日には，災害現場付近の滑落崖の急斜面上からは

雪がほとんど無くなっていた.したがって災害当

日前後は，急斜面から雪渓が崩落や融雪で消失す

る直前の極めて不安定で危険な状態にあったもの

と考えられる.それは，この災害のきっかけとな

った山菜取り遭難者がやはり雪ブロックの直撃を

受けて死亡したと考えられること，この災害直後

もブロック雪崩が断続的に発生したことなどから

も裏付けられる.
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ここで Eは反発係数，九は衝突後の斜面垂直成

分， V;'i は衝突前の斜面垂直成分を示す.斜面に

対して反射角が 50 以下の時は， r骨り運動の式を

用い，斜面方向の加速度 α を次式のようにした.

の標高はそれぞれ 1300 m ， 1185 m で，断面図に

おける被災地点 2 から発生源上端までの斜度は

36.60 である.この¦折而 l上で、雪ブロックを質点と

みなして運動シミュレーションを行った.質点の

運動は跳躍運動と滑り運動からなるとし，運動シ

ミュレーションによって被災地点 2 までの到達時

間と被災地点 2 における速度を推定した.

跳躍運動では，斜面に衝突する際に斜面垂直方

向の速度成分のみが次式で減衰するとした.

ここで θ は斜面の傾斜角， gは重力加速度， μ は

摩擦係数である.

氷の反発係数は，前野ほか (2000) によれ

ば， - 1.0 ocの時 0.51 である.今回のブロック雪

崩では，雪面上での跳躍であることと気温がプラ

スだ、ったことから，反発係数はそれよりも小さい

E = 0.10 ~ 0.50 の範囲とした.摩擦係数に関し

ては， 6 月 30 日の現地調査の際，被災地点付近

の雪渓斜面上で，実際に雪塊を落下させて転がり

運動を観測する実験を行い，摩擦係数仕 40 を得

た.この値を下限値とし， μ= 0.40 ~ 0.80 の範

囲で計算を実行した.初期速度 0.10 m/s で，発

生源からブロック雪崩は飛び出すとした.

計算の結果， μ= 0.40 ~ 0.70， E = 0.10 ~ 0.50，
の範囲で被災地点 2 までの到達時間は 10 ~ 15
秒，被災地点 2 での速度は 15 ~ 35 m/s となった.

摩擦係数 μ を 0.80 まで大きくすると，経路の途

中で、停止し被災地点 2 まで雪ブロックは到達しな

い.計算では跳躍運動を考慮したものの，シミュ

レーションでは運動の大部分が i骨り運動となっ

た.災害発生後に撮影された写真 3 には被災地点

2 の少し下流で、止まっている雪塊が多数見られ

る.したがって被災地点 2 付近は減速域になって

いたと考えられる.

九 =-EX 凡

α= g (sinθ-μcosθ)

(1)

(2)

また，落石の落下式(砂防学会， 1992) のよう

に発生源から被災地点 2 までを一つの斜面として

沼町運動で計算を行うと， μ= 0.40 ~ 0.70 の時，

到達 H寺間は 12 ~ 33秒，被災地点 2 での速度は 12
~ 32 m/s となった.上の運動シミュレーション

では斜面を複数に分けていて，走路前半の急傾斜

の部分で、速度が増大するため，その後緩斜面とな

っても被災地点 2 での速度は落石式より大きく，

到達時間は短くなっている.

以上の結果から，到達時間は 10 ~ 33秒ほどで，

速度は遅くても 12m/s 以上あったことが推定さ

れる.被災地点 2 からは発生源の小沢は見通せな

いのでブロック雪崩の発生をすぐには認知できな

いし，捜索・救助隊員等が見張りの声によって事

態を把握するにも時間がかかったと思われる.ま

た上空で、ホパリングしていたヘリコプターの爆音

が雪崩の音や見張りの声を聞き取りにくくしたこ

とも考えられるので，ブロック雪崩の襲来に気付

くのが遅れたとするとこの到達時間で、は逃げ切れ

ない.

6. 雪ブロックの衝撃力

6 月 30 日の現地調査の際，被災地点付近の雪

渓において，質量(密度)がそれぞれ 0.75 kg
(0.70kg/m3) ， 2.0 kg (0.68kg/1113) の雪ブロッ

クを雪渓から切り出し，それぞれ 1.0 m ， 0.80 m
の高さから落下させ，デジタル式荷重測定器(ア

イコーエンジニアリング製)の直径 14mm の円盤

アタッチメントに衝突させて衝撃力のピーク値を

測定した.測定値の平均値はそれぞれ 3.8 kgf と

11 kgf で、あった.雪ブロックの衝撃力が衝突時の

運動エネルギーに比例するとすれば，その比例係

数は約 0.60 となる.

この関係を使うと，密度 069g/C1113 ，直径 20
~ 50 cm の球形の雪ブロックの衝撃力は，速度が

12 m/s の時でも 0.35 よ 2.8 tonf となる.証言に
たたみ

よると，それよりも遥かに大きい畳一畳ほどの雪

ブロックも含まれていたということから，雪ブロ

ックがまともに衝突すれば人は死傷を免れないこ

とが充分考えられる.

7. 被災原因と今後のための問題点

被災地点は上流の滑落崖から落下してくる雪塊
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や落石が直達する場所である.ニのような危険な

場所で遺体搬出作業を行っていたのは，雪渓上は

滑りやすく滑落の危険があり，雪渓のないところ

はブッシュが繁茂していて遺体の移動が困難なこ

とのほか，地元の案内人の経験からそれほとぞ大き

くない数個程度の雪塊の落下を想定し，見張りに

よって対処できると判断したからと考えられる.

ところが想定を超える 321113 もの雪ブロックが，

多数の雪塊に分裂して幅広くなって短時間に落下

したため，回避できなかったものであろう.

しかし，今後このような二次災害の発生を¦坊ぐ

ために，時期はず、れに急斜面に残っている雪渓の

危険性の判断や，地上の捜索・救助隊とヘリコプ

タ一間での危機管理における意志疎通に問題がな

かったかを，徹底的に調査し明らかにしておく必

要があるだろう.

8. まとめ

浅草岳で 2000 年 6 月 18 日に発生じたブロック

雪崩災害について，現地調査，気象・積雪資料解

析，運動シミュレーション等を行って得られた結

果は，次のようにまとめられる.

1) ブロック雪崩を「雪庇・雪渓等の雪塊の崩落

で，デブリの大半が雪塊からなり，かっその

雪塊が離散的に堆積している雪崩」と定義し

た.このブロック雪崩による災害は過去 100

年間に 35 件発生し，あわせて 44 名が死亡し

ていることがわかった.

2) 1999-2000 年冬期，北陸地方の山岳地は近年

になく多雪で， 4 ~ 5 月にかけての低温もあ

って融雪が約 1 ヶ月遅れたため，最高気温が

200C を超えるようになった 6 月中旬でも浅草

岳の急斜面には雪渓がパッチ状に残存し，極

めて不安定で危険な状態にあった.

3) このような状況下，ヤスノ沢右支沢最上流部

の滑落崖にある小沢に残っていた残雪が， 6
月 18 日朝，ブロック雪崩(発生量 321113) と

なって崩落し，多数の雪塊に分裂して下流の

雪渓で遭難者の搬出作業中の警察官等を直撃

し， 4名を死亡させた.

4) 運動シミュレーションにより，発生地点から

被災地点(雪渓端)までの到達時間は 10 ~

33 秒，速度は 12 ~ 35 111/Sと計算された.雪

崩の襲来に気付くのが遅れたとすると，この

到達時間ではとても逃げ切れない.また雪ブ

ロックの衝撃力は直径 50cI11 の球形で，速度

が 12 m/s の時でも約 3 tonf と計算され，直撃

を受ければ人は死傷を免れないことがわかっ

た.

5) 被災地点はブロック雪崩が直達する危険な場

所であったが，捜索・救助隊員らの想定を超

える規模の雪ブロックが多数の雪塊で短時間

に落下したため，見張りがいても回避できず

に被災したものと考えられる.

ブロック雪崩についての研究はこれまでほとん

とず行われていない.本研究によってある程度の把

握はできたが，発生条件や運動機構などについて

はまだよくわかっていないのが現状である. iJ-I菜

取りなど残雪期の山地におけるレジャー活動が

益々盛んになっていく昨今ブロック雪崩研究の

推進が社会的に強く要請されるであろう.
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